
【一般競争入札総合評価方式（簡易型）】

入札参加者　各位

長崎県土木部建築課・営繕課

１．本工事は「入札時積算数量書活用方式」の試行工事です。

２．「入札時積算数量書活用方式」とは、入札時において発注者が入札時

　　積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載された積算

　　数量を活用して入札に参加することを通じ、工事請負契約後に当該積

　　算数量書に疑義が生じた場合に、発注者及び受注者間で協議し、必要

　　に応じて積算数量を訂正・契約変更ができる工事です。

３．本試行工事において、入札時に提出する工事費内訳書に記載が必要な

　　範囲は、入札時積算数量書に記載されている種目、科目、中科目及び

　　細目に相当する項目のすべてです。

　　　工事費内訳書の種目、科目、中科目及び細目に相当する部分の添付

　　を一部でも省略した場合は、入札が無効になりますので、ご注意くだ

　　さい。

　　（なお、入札時積算数量書に中科目に相当する項目の記載が無い場合

　　　や、工事費内訳書を作成するうえで中科目に相当する項目が必要で

　　　ない場合は、中科目に相当する項目を省略することが可能です。）

４．次頁以降のチェックリスト及び内訳書記載例を参照下さ い。

　　（チェックリストの提出は不要です）

入札時積算数量書活用方式試行工事における

工事費内訳書の提出範囲について

（お知らせ）
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【一般競争入札総合評価方式（簡易型）】

工事名：

日付：

■競争入札（入札時点に提出する工事費内訳書）

   ↓ 確認したらチェックをしてください。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

※
　契約締結後に積算数量に疑義が生じた場合、入札時積算数量活用方式により、受注
者が発注者に積算数量に関する協議を求めるためには、入札時に提出した工事費内訳
書の数量に入札時積算数量書の数量を採用していることが必要です。

工事費内訳書は種目、科目、中科目、細目に相当する項目を記載した部分まで添付し
たか。

総括表に記載した金額の計算は正しいか。

工事価格と入札金額は一致しているか。

値引きやマイナス計上（スクラップ控除は除く。）はしていないか。

ページの抜けがないか。

【一般競争入札の総合評価方式（簡易型）の場合】
　技術提案実施に必要な経費を総括表に計上しているか。

自らの商号又は名称・代表者氏名・住所を正しく記載したか。

＜入札時積算数量書活用方式　試行工事＞

工事費内訳書の提出に係るチェックリスト（営繕工事競争入札参加者用）

発注者名を、入札公告又は入札執行通知書のとおりに正しく記載したか。

工事番号・工事名・工事場所を、入札公告又は入札執行通知書のとおりに正しく
記載したか。

2



長崎県知事

○○ ○○ 様

【単体の場合】
　　

長崎県○○市○○町○丁目○番○号

株式会社　○○○○

代表取締役　○○　○○

【ＪＶの場合】
代表構成員のみの記入で可

所　在　地

商号又は名称

代 表 者 名

３．　工　事　場　所 ○○○市　○○町

工　事　費　内　訳　書

１．　工　事　番　号 ２８△△０００

２．　工　　事　　名 □□□□□工事

入札公告又は入札執行通知書の機関名及び契

約担任者名を記載してください。

たとえば、県央振興局発注の工事であれば

県央振興局長 宛てになります。

入札公告又は入札執行通知書の各該当名称等

のとおりに誤り記載漏れのないよう十分注意のうえ

記載してください。

○○・○○特定建設工事共同企業体

代表構成員

所在地 長崎県○○市○○町○丁目○番○号

商号又は名称 株式会社 ○○○○

【一般競争入札総合評価方式（簡易型）】

＜長崎県 営繕工事版 記載例＞

＜「入札時積算数量活用方式」の試行工事の工事費内訳書＞

※提出は種目・科目・中科目・細目に相当する部分すべて

＜記載例＞3



※ 一般競争入札の総合評価方式（簡易型） の記載例

名称 摘要 数量 単位 単価 金額 備考

総括表

（直接工事費）

建築改修工事 1 式 258,546,369

計 258,546,369

（共通費）

離島調整費 1 式 5,250,000

共通仮設費 1 式 8,282,905

現場管理費 1 式 27,968,201

一般管理費等 1 式 34,924,525

計 76,425,631

工事価格 334,972,000

技術提案実施に必要な経費 1 式 10,000,000

合計 344,972,000

値引き -200,000

＜記載例＞

（工事価格の内、現場労働者に関する健康保険、厚生年金保険及び雇用保険の法定の
　事業主負担額　　○○○，○○○円）

【※請負代金内訳書への法定福利費の明示の記載例】

工事価格を千円台の数字にするなどの端数

処理をする場合は、工事価格では百円未満を

切り捨てる等の端数処理をしないこと。

工事価格を千円

台の数字にする

など、端数を出し

たくない時は、現

場管理費や一般

管理費等で調整

をし、直接工事費

と共通費を合計し

た結果（工事価

格）に端数が出な

いよう処理するこ

と。

離島調整費を計上する

場合は記載すること。

ｖ

工事価格（Ｃ）に技術提案実施に必要な経費（Ｄ）を加えた合計額（Ｅ）

と入札金額（Ｆ）を必ず一致させること。

一致しない場合は入札無効となる。

Ａ

Ｂ

Ｃ=Ａ+Ｂ

＝
＝

入札金額

￥344,972,000

＝

Ｆ

消費税込みの金額は記入不要。

Ｅ=Ｃ+Ｄ

Ｄ

入札無効の例

値引き・マイナス計上の項目（スクラップ控除は除く。）があれば入札無効

注：法定福利費の記載が無いことをもって、入札無効と

するものではありません。

（法定福利費を算出できる場合は記載してください。）
法定福利費を明示して いる場合は、請負代

金内訳書の提出は不要です。
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直　接　工　事　費　種目別内訳

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

建築工事費      

1   258,546,369

式

計

258,546,369

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　科目別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   16,017,496

式

土工            

1   2,509,687

式

地業            

1   3,539,124

式

鉄筋            

1   15,068,156

式

コンクリート    

1   22,396,020

式

型枠            

1   36,979,872

式

鉄骨            

1   17,502,614

式

防水            

1   2,505,193

式

石              

1   52,800

式

タイル          

1   1,711,290

式

木工            

1   4,002,982

式

屋根及びとい    

1   17,500,467

式

金属            

1   8,530,577

式

左官            

1   6,181,418

式

建具            

1   39,646,166

式

塗装            

1   3,509,685

式

内外装          

1   32,933,584

式

ユニット及びその他

1   19,739,871

式

構内舗装        

1   3,877,481

式

屋外排水        

1   1,752,795

式

直接工事費

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　科目別内訳

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

既存解体

1   2,589,091

式

計

258,546,369

直接工事費

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　中科目別内訳

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   16,017,496
式

計

16,017,496

土工            

1   2,509,687
式

計

2,509,687

地業            地業            

1   3,539,124
式

計

3,539,124

鉄筋            

1   15,068,156
式

計

15,068,156

コンクリート    躯体            

1   22,396,020
式

計

22,396,020

型枠            躯体            

1   36,979,872
式

計

36,979,872

鉄骨            本体鉄骨        

1   17,502,614
式

計

17,502,614

防水            外部            

1   2,445,142
式

防水            内部            

1   60,051
式

計

2,505,193

石              内部            

1   52,800
式

計

52,800

建築改修工事

中科目は作成しないことができる。

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　中科目別内訳 5

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

タイル          外部            

1   1,614,000
式

タイル          内部            

1   97,290
式

計

1,711,290

木工            内部            

1   4,002,982
式

計

4,002,982

屋根及びとい    

1   17,500,467
式

計

17,500,467

金属            外部            

1   8,530,577
式

計

8,530,577

左官            

1   6,181,418
式

計

6,181,418

建具            アルミニウム製建具

1   14,712,700
式

建具            軽量鋼製建具    

1   15,199,600
式

建具            鋼製建具        

1   7,561,200
式

建具            ガラス          

1   2,172,666
式

計

39,646,166

塗装            内部            

1   3,509,685
式

計

3,509,685

内外装          

1   32,933,584
式

計

32,933,584

直接工事費

中科目は作成しないことができる。

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　中科目別内訳 6

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

ユニット及びその他

1   19,739,871
式

計

19,739,871

構内舗装        

1   3,877,481
式

計

3,877,481

屋外排水        

1   1,752,795
式

計

1,752,795

既存解体 直接仮設        

207,000

既存解体 解体            

1,683,152

既存解体 発生材処理      

1   698,939
式

計

2,589,091

直接工事費

中科目は作成しないことができる。

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　細目別内訳

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

遣り方          

1   307,520.

式

墨出し          

1   870,990.

式

養生            

1   470,730.

式

整理清掃後片付け

1   1,910,250.

式

地足場          

1   1,099,440.

式

外部足場        

1   6,833,350.

式

内部足場        

1   2,108,144.

式

災害防止        

1   1,678,240.

式

仮設材運搬      

1   738,832.

式

計

16,017,496.

建築工事費 直接仮設

＜記載例＞
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直　接　工　事　費　細目別内訳

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考
根切り つぼ,布掘り

深さ2.5m程度 1,253. 600. 751,800.

ｍ3

床付け つぼ,布掘り

379. 200. 75,800.

㎡

埋戻し(B種)  －    発生土

770. 700. 539,000.

ｍ3

盛土(B種) 発生土

14.1 770. 10,857.

ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ   10t積級
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3  土砂 DID区間有り 469. 1,620. 759,780.

11.0㎞以下 ｍ3

残土処分費 埋立処理

469. 650. 304,850.

ｍ3

土工機械運搬 根切り、埋戻し

1. 67,600. 67,600.

往復

                                                

値引き -12,000 

計

2,509,687.

直接工事費 土工

数量×単価＝金額

とすること。
細目別内訳には、原則として、公開参考積算数量内訳書に掲げる

工事種目及び各工事種目に対応する科目別内訳書、細目別内訳

書に摘要、単位、数量及び単価に対応する金額を記入すること。

値引き・マイナス計上の項目（スクラップ控除は除く。）があれば入札無効

入札無効の例

＜記載例＞
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